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原 発 性 男 子 尿 道 癌 の2例

三重大学医学部泌尿器科学教室(主 任=川 村寿一教授)

桜 井 正 樹,杉 村 芳 樹,日置 琢 一,有 馬 公 伸

山本 逸 夫,柳 川 真,山 川 謙 輔,保 科 彰

田 島 和 洋,栃 木 宏 水,川 村 寿 一

PRIMARY CARCINOMA OF THE MALE  URETHRA  : 

REPORT OF TWO CASES

Masaki SAKURAI, Yoshiki SUGIMURA, Takuichi HIOKI, 

Kiminobu ARIMA, ItSUO YAMAMOTO, Makoto YANAGAWA, 

Natsuki HORI, Akira HOSHINA, Kazuhiro TAJIMA, 

Hiromi TOCHIGI and Juichi KAWAMURA 

From the Department of Urology, Mie University, School of Medicine 
(Director: Prof. J. Kawamura)

   Two cases of primary carcinoma of male urethra are reported. 
   Case 1: A 31-year-old male, who complained of urethral bleeding, was admitted to our clinic 

in April, 1982. A rice size papillary tumor was found at the fossa navicularis in the glans, and 
resected by electric knife. Histologically, the tumor was well differentiated squamous cell carcino-
ma. 
   Case 2: A 37-year-old man, who complained of urethral bleeding, was admitted to our clinic 
in July, 1985. A tumor was found at the fossa navicularis in the glans and resected. Histology-
cally, the tumor was well differentiated squamous cell carcinoma confined to mucosa. 
These two cases have not shown any signs of recurrence. Including these cases, 135 cases of pri-
mary carcinoma of urethra in the literature in Japan are reviewed. 

                                                  (Acta Urol. Jpn. 34: 1819-1821, 1988)

Key words: Male urethral carcinoma

緒 言

原発性男子尿道癌は比較的稀 な疾患 であ る.わ れわ

れは最近2例 の原発性男子尿道癌を経験 したので報告

するとともに,自 験例を含め本邦135例 について若干

の文献的考察を加えた.

症 例

症例1・31歳,男 性

主訴1尿 道出血,舟 状窩腫瘍

既往歴:尿 道炎 の既往な し.ま た他に特記す べきこ

となし

家族歴:特 記すべ きことなし

現病歴:1982年4月 尿道か らの出血お よび舟状窩の

米粒大腫瘍に気づ き当科受診 し,同 年4月21日 入院 し

た.

現症:体 格中等度,栄 養良好 で,理 学所見に異常を

認めない.

入院時検査成績:血 液生化学的検査では異常は認め

られず,検 尿および尿沈渣所見 も正常であ った.尿 細

胞診はclassIIIで あった.

手術所見=1982年4月22日 に電気 メスに よる腫瘍切

除術を行 った.腫 瘍 は有茎性米粒大,表 面は粗で,舟

状窩上壁に存在 した.ま た同時に陰茎腹側に存在 した

尖圭 コンジローマ3個 も電灼 した.

組織学的には異型性の強い細胞集団 よりな り,一 部

に角化を認める高分子型 扁平上皮癌(Fig.1)と 判 明

したため,再 度腫瘍部位 を 中心 と した生検を行 った

が,悪 性所見は認め られ なか った.切 除に電気 メスを

使用 したため浸潤度は不 明であった.

症例2:37歳,男 性

主訴:尿 道 出血,舟 状窩腫瘍
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入院時検査成績=血 液生化学的検 査で はT.1'.5・5

9/dlと やや 低い以外異常を 認めず,検 尿所見では蛋

白(+)で あったが,WBC,RBCは 認めなか った・

手術所見;1986年i月14日 腫瘍切除を行った・腫瘍

は米粒大で,表 面は穎粒状広基性で,舟 状窩左壁に存

在 した.亀 頭中隔を切開 し,周 辺正常部 も含め摘出し

た.切 除組織は高分子型扁平上皮癌 で粘膜内に とどま

っていた(F且9.2).症 例1,2と もに現在 まで再発

を認めていない.

考 察

原発性 男子尿道癌 は 比較的稀 な疾患 で,本 邦では

1912年 の報告以来,わ れわれが調ぺ得た範 囲では自験

例を含め135例 が報告され ている,以 下,自 験例を含

め若干の文献的考察を行った.

Fig.1.Histologyofcase1(HE)
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Fig.2.Histologyofcase2(HE)

既往歴:尿 道炎 の既往 なし また他に特記すべ きこ

となし

現病歴:1985年6月,尿 道か らの出血 および舟状窩

の米粒大腫瘍に気づ き,同 年10月 当科 を受診 し,外 来

にて生検切除を受けた.腫 瘍は米粒大で,表 面は穎粒

状,広 基性で,舟 状窩左壁に存在 した.組 織学的に扁

平上皮癌が強 く疑われたため,経 過観察 していたが,

再発を認めたため1986年 腫瘍切除 目的で当科へ入院 し

た.

現症:体 格中等度,栄 養良好で,理 学所見に異常を

認めない.
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Fig.3.Agedistributions(135patients)

本 邦135例 の発 症 年 齢 は,Fig.3に 示 す よ うに60歳

台 を ピー ク と して い る.

発 生 部 位 と組 織型 をTable1に 示 す.球 部 よ り末

梢側 に 発 生 した もの を前 部 尿 道 型,膜 様 部 よ り中 枢部

に発 生 した ものを 後 部 尿道 型 とす る と,前 部 尿 道 が84

例62%を 占 め て い る.

組織 型 は,扁 平 上 皮 癌78例(58%),移 行 上皮 癌25

例(19%),腺 癌13例(10%),以 下 基底 細 胞 癌3例,

混 合型5例,不 明ll例 で あ った.全 組 織型 と も前 部 尿

道 が 多 く,組 織 型 と発 生 部 位 との間 に,は っ き りと し

た 相関 はみ られ な い.

治 療 法 は,い まだ確 立 され た も のは な く,本 邦 にお

いて は 陰茎 全 摘 除 術,陰 茎 部 分 切除 術,TURが 主に

行わ れ て い る1).早 期stage例 に 対 しTURで よ く

controlで き た と の 報告 や2),前 部 尿 道 でmodera・

telyadvantagelesionの ものに は,ま ずradiation

に よる治 療 を奨 め る報 告3)も あ る.

予 後 は発 生 す る位 置 に よ り異 な る.振 子 部尿 道 の場
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Table1.Locationandhistologicdistributionofurethraltumm-s

MteriorPosteriorToilUnkno隣 咀Total

UrethraUre血raUrethra

Squamouscellcarcinoma

Transitionalcellcarcinoma

Adenocarcinoma

Mixedcarcinoma

Basalcellcarcinoma

Unknown

52

15

8

3

3

3

16

7

5

1

i

i

9

z

1

78

25

13

5

3

3

Total 84 32 z 17135

合初発症状が出やす く,ま た リンパ節転移 もまず鼠径

部 リンパ節に出現す る点 で比較的予後が良 く,手 術的

処置を受けた 者 の5年 生存率は50～65%で ある.一

方,球 部 より中枢に発生 した場合,5年 生存率は0～

16%と 極端に悪い2・4).

自験例は,と もに 舟状窩に発生 した ため症例1は

stageAま で,症 例2はstagcOと 早期発見が可能

であった.早 期癌 である こと,発 生部位が容易に観察

できることよ り,治 療は腫瘍摘出のみとしたが,そ の

後両老 とも再 発を認めてお らず,本 例に関 しては予後

は良いものと考える.

以上,当 科で経験 した,舟 状窩に発生 した扁平上皮

癌2例 を報告 し,若 干の文献的考察 を加えた.
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(1987年10月28日 受 付)

本論文の要 旨は,第152回 日本泌尿器科学会東海地方会で

発表 した.


